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研究成果の概要（和文）： 

 災害に対する、地元の人々の対処の方法とそれらが文化化されてきたプロセスを記述、分析
することを通して、突発的な出来事への対応としての災害対策ではない、それぞれの小さな共
同体がもつ独自に生成してきた災害文化の論理と実践性を明かにした。生活世界に根ざした知
の実践の創造過程に焦点をあてることによって、現代世界が直面するさまざまなリスク対応へ
の新たな視点を提供するとともに、災害および災害対策についての社会学的研究の貢献可能性
を示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Through describing the cultural process of coping with the disaster, this research 

clarifies the social practices engaged by those who live in the local area. The finding is that 

those practices can be understood as not just a social policy for reducing the damage caused 

by unexpected events like natural disasters, but an indigenous way of life that people in the 

small community have created through their own distinctive practices and beliefs. This 

research presents a new perspective of  how we can manage the risk faced in contemporary 

world in focusing on the process of emergence of knowledge and practice based on people's 

everyday life. It also suggests the potential contributions carried by sociological researches 

in the field of studies on disaster and the policies making for management of disasters. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 防災や災害復興において支配的な科学
技術主義を相対化するための社会科学的視
点の提示が強く求められていた。またその実
践可能性についての、方法論的検討が必要と

されていた。 
(2) 科学技術主義の支配は、さらに行き過
ぎたグローバル化（あるいは世界標準化）に
よって強化されつつあり、それに対抗するた
めの試みとして、ローカルな地域社会が固有
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に発展させてきた制度や規範の再評価があ
げられる。本研究の代表者、分担者が構築し
てきた「生活環境主義」は、1980 年代からロ
ーカルな生活知に着目し、ある程度の理論的
立場と方法論を提示してきた。 
(3) その理論構築と実践経験を災害研究に
援用することが、社会科学的災害研究に有効
であるだけでなく、防災や災害復興などの実
践にも有効であると予測された。 
(4) その研究方法についても、これまでの
生活環境主義の研究方法を援用できること
が予想された。災害を、それを経験した共同
体が、いかにして認識し、対処し、記憶し、
癒していくのかという社会的過程に注目す
る。つまり、共同体が、災害現象を災害文化
として転換させていく過程を、長期的で経験
論的かつ価値論的な視野からとらえること
が必要であり可能であると考えた。 
(5) 具体的には、共同体の日常生活世界の
中で、災害被災当事者の生活の視点から災害
現象を捉え直し、生活再建や地域社会の再生
と癒しを理論的かつ実践的にさぐることが
要請される。そのために、これまで各地域で
人と自然との関係にかかわるローカルな知
についての調査をおこない、知見を深めてき
たメンバーによる研究体制をつくる必要が
あった。 
 
２．研究の目的 
(1) 21 世紀の世界の動向を規定するグロ
ーバル化は、その負の側面として、人種・民
族・宗教間の対立抗争や貧困、低開発となら
んで急激な環境破壊をもたらした。このよう
な負の側面を、私たちはいかにして乗り越え
ることができるだろうか。また現代社会学は、
この営みのなかでどのような役割を果たす
ことができるだろうか。本研究はこの点につ
いて、代表者等が長期にわたって蓄積してき
た「小さな共同体」が創造し再編する知識と
実践を手がかりにして、回答を導きだそうと
試みる。とりわけ本研究は、「小さな共同体」
が経験し対処してきた破局的状況に着目し
て、共同体の柔軟で重層的な叡知を解明する。 
(2) 具体的には、これまで本研究代表者と
分担者が共有してきた、琵琶湖北西岸の「村
の日記」を共通のプラットホームにして、「災
害文化とコミュニティ」に関する地域社会学
的モデルを構築し、社会学的な叡智を現実社
会に対する実践的働きかけに結びつける。そ
れらを通して、災害を予防し、対処し、被害
者を援護するローカルな知のメカニズムを
解明し、比較研究を通してその一般モデルを
構築することを本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 共同体が、自らが経験した災害現象を、
いかにして、予防・対処・記憶・継承するこ

とで災害の文化へと変換するかについて、代
表者等（鳥越、古川、松田）が長期にわたっ
てかかわってきた琵琶湖北西岸のコミュニ
ティで 270年にわたって連綿と書き綴られて
きた「村の日記」およびその膨大な関連史料
を共通のプラットホームにして、それぞれの
メンバーが長期に関わってきたフィールド
でのインテンシィブなフィールドワークに
基づいて研究を進めていく。 
(2) 本計画は主として河川流域における災
害文化生成に焦点をあてているが、ここでは
それぞれの地域における恒常的な環境保全
の様態、災害への対応、その繰り返しのなか
で生成される文化を災害文化と捉える。 
(3) 全体の研究計画は、それぞれのフィー
ルドにおいて、共同体がつくりあげる災害文
化に焦点をあて、以下の 3点を基軸にして調
査を実施する。 
 ① 共同体がこれまで蓄積してきた、山林
や湖沼河川に対する生態環境保全の知恵と
実践について、明らかにする。 
 ② ひとたび山火事や河川の氾濫などで
大きな被害をうけたときに、共同体が示す緊
急対処と保護の仕組みを解明する。 
 ③ 幾世代にわたって経験してきた災害
を、共同体の集合的記憶として編集し継承し
ていく過程を分析する。 
 
４．研究成果 
(1) 災害に対する、地元の人々の対処の方
法とそれらが文化化されてきたプロセスを
記述、分析することを通して、突発的な出来
事への対応としての災害対策ではない、それ
ぞれの小さな共同体がもつ独自に生成して
きた災害文化の論理と実践性を明かにした。
生活世界に根ざした知の実践の創造過程に
焦点をあてることによって、現代世界が直面
するさまざまなリスク対応への新たな視点
を提供するとともに、災害および災害対策に
ついての社会学的研究の貢献可能性を示し
た（概要）。 
(2) 具体的には、調査・研究の結果、以下
のような成果を得た。 
 ① 災害文化を明らかにするための資料
収集と解読：琵琶湖北西岸の集落における古
文書のうち「村の日記」に関連する文書の翻
刻および災害にかかわる記事の分析をおこ
ない、それらを学会報告、論文発表をおこな
った。 
 ② ①の調査集落において研究協力者の
大学院生を中心に集落の住民と共に共同調
査や古文書を読む会などの地域ワークショ
ップを実施し、それらの実践を公刊した。 
 ③ 三重県熊野地方では、研究協力者、行
政、NPO などとともに熊野灘の津波、熊野川
の河川災害などの共同調査を実施し、報告書
を作成した。 



 

 

 ④ 全メンバーは各フィールドで、「資料
提示型ディープインタビュー」を実施し、写
真収集や、調査地にかかわる文書の収集とそ
の分析をおこなうとともに、それらにかかわ
る論文、学会発表をおこなった。 
 ⑤ 2011.3.11 の震災、津波、原発事故発
生にともなって、研究協力者とともに被災地
となったフィールドでの災害復興に実践的
に関わりながら、災害の文化化の実践的側面
の調査をおこなった。 
 ⑥ 研究計画最終年度である 2011 年度は、
災害復興や災害論にかかわるシンポジウム
や研究会でほとんどのメンバーが報告など
を行った。 
(3) これらによって得られた知見を次のよ
うに整理することができよう。 
 ① 河川工学をはじめとする災害対策の
基礎的な知的論理の価値観を「近代技術主義
モデル」、その対抗論理としての「自然環境
モデル」として、その価値論的評価を相対的
に行うことが可能であることを明かにした。  
 つまり、本研究が災害文化研究の基本的方
法として採用する「生活環境主義モデル」は、
生活世界における創発的で対話的な価値論
に根深く基盤をおくことで、災害論において
も支配的な上記の２つのモデルを相対化す
る論理力をもつことを示した。研究期間中の
3.11 災害は、これまでの防災、災害対策技術
の支配的モデルであった「近代技術主義モデ
ル」を相対化しておく必要性をより明瞭にし
た。 
 ② かつての社会科学者の間に隠されて
いた研究としての特権意識を乗り越え、地域
住民や子ども、学校など、災害の潜在的被災
者を共同的な主体として連携することで、実
践性を内在化できることを実践を通して示
した。 
 3.11 災害の経験と災害現場での実践が、研
究と実践を不可分なものとすることを要請
したように、本研究の調査手法を学校教育や
地域活動場面に応用することの有効性を示
しており、社会科学的災害研究の限界を超え
る可能性を示唆している。 
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